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本技術の特徴・従来技術との比較

用途・応用分野

近年、新しいナノ炭素材料であるマリモナノカー

ボン(MNC)を燃料電池用触媒担体、リチウムイオ

ン電池の負極材、キャパシタの電極材などの新し

い電極材料として応用した。

燃料電池の電極触媒担体として使用した際に、

従来用いられているカーボンブラックよりもPtを微

粒子かつ高分散に担持でき、触媒活性が大幅に

向上した。

MNCをリチウムイオン電池の負極材に用いた

場合、従来黒鉛材料で充放電が不可能であった

炭酸プロピレン(PC)溶媒を電解液に用いた充放

電が可能となった。PC溶媒を使用することができ

るMNCは、安全性が高く低温で作動するリチウム

イオン電池を開発することが期待できる。今後

MNCの物性に適した条件でリチウムイオン電池

を設計することで、従来の黒鉛電極の性能を超

える可能性が期待できる。

Ⅰ. 新しいメソ孔性ナノ炭素材料
Ⅱ.燃料電池の電極触媒材料としてPtを微粒子かつ高分散に担持することによる触媒活性の向上
Ⅲ.ナノサイズの炭素繊維で構成されたメソ孔性炭素材料をリチウム二次電池の電極（負極）に応用、

メソ孔を通してリチウムイオンと電解液の高速移動が可能
Ⅳ.リチウムイオンがナノ炭素繊維に吸着する特性を利用してキャパシタ機能を発現させ、従来の黒

鉛層間へのインターカレーション容量と併せて充放電容量が向上

Ⅰ. 燃料電池、リチウムイオン電池、キャパシタ、化学センサーなどの電極材

技術の概要

Fig. TEM image of Pt/marimo nanocarbon

Avg size : 3.1 nm
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